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答

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

答
：
こ
ど
も
部

①
本
市
の
人
口
増
に
加
え
、
女
性
の
勤

労
意
欲
の
高
ま
り
と
有
効
求
人
倍
率

の
改
善
傾
向
に
よ
り
、
就
労
機
会
が
大

幅
に
増
え
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

②
市
全
体
の
課

題
と
し
て
様
々

な
手
法
を
検
討

し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
効
果

的
な
対
策
を
講

じ
ま
す
。

認
知
症
施
策
に
つ
い
て

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
作
成
し
、
市
報
す
い
た

に
同
封
し
、
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
。

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
普
及
は
、
「
早
期
診
断
・

早
期
発
見
」等
に
つ
な
が
る
。

認
知
症
施
策
の
確
立
の
た
め
、
「
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」が
重
要
な
役
割
を
果

た
す
が
、
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の

か
。

①
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
ど
の
よ
う
に
普
及
・

活
用
し
て
い
く
の
か

②
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
認
知
症
施
策

を
ど
の
よ
う
に
拡
充
さ
せ
て
い
く
の
か

平
成
28
年
度
の
保
育
所
等
の
利
用

申
込
状
況
で
、
一
〇
〇
〇
人
を
超

え
る
第
一
次
不
採
用
と
な
っ
た
。

最
終
的
に
は
大
き
く
減
る
見
込
だ

が
、
緊
急
事
態
で
あ
る
。

①
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
要
因
は

何
か

②
今
後
ど
の
よ
う
に
待
機
児
童
解

消
に
努
め
る
の
か

答
：
福
祉
保
健
部

①
症
状
の
チ
ェ
ッ
ク
や
利
用
で
き
る
制
度
、

サ
ー
ビ
ス
を
示
し
た
ケ
ア
パ
ス
を
保
存
版
と

し
て
、
必
要
と
さ
れ
る
方
や
今
後
活
用
さ
れ

る
方
に
も
広
く
普
及
し
た
も
の
で
す
。
普
及

に
よ
り
詳
細
な
制
度
や
相
談
な
ど
、
具
体
的

な
支
援
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
加
え
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
や
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
活
動
に
よ
り
、
状
態
に
応
じ
た
必
要

な
医
療
や
介
護
、
生
活
支
援
を
行
う
サ
ー

ビ
ス
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
る
体
制
を
作

り
ま
す
。



防
災
教
育
に
つ
い
て

災
害
時
に
高
密
度
化
し
た
都
市
部
で
、
ど

の
よ
う
な
事
態
が
想
定
さ
れ
対
策
が
必
要

か
、
防
災
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
防
災
備

品
の
使
い
方
も
含
め
た
防
災
教
育
を
市
内

全
公
立
中
学
校
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
も
重
要
で
あ
る
。

①
市
内
全
公
立
中
学
校
で
の
防
災
教
育
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

②
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

講
習
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

本
年
四
月
に
障
が
い
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
要
因
で
車
い
す
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、
外
出
さ
れ
る
方
は
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
で
す
が
ハ
ン
ド
ル
形
電
動

車
い
す
を
利
用
し
て
の
鉄
道
利
用
に
は
証
明
書
等
の
発
行
が
必
要
で
、
不
都
合
を
感
じ
て
い

る
方
も
い
る
。

①
個
人
購
入
の
場
合
で
も
、
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
「
交
付
証
明
書
」等
の
発
行
が
で
き

る
体
制
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。 駅

前
活
性
化
に
つ
い
て

答
：
道
路
公
園
部

①
現
在
、
渋
滞
解
消
に
寄
与
す
る
都
市
計
画
道
路
十
三
高
槻
線
の
整
備

が
進
ん
で
い
る
。
完
成
後
の
渋
滞
解
消
効
果
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
。

②
地
下
道
の
円
滑
な
利
用
に
は
有
効
な
対
策
で
あ
る
が
、
市
内
全
域
の
状

況
も
ふ
ま
え
、
優
先
度
等
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
北
口
周
辺
は
、
活
性
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
春
に
は
商
業
施
設
の
営
業

が
開
始
す
る
。
そ
の
た
め
交
通
渋
滞
解
消
の
取
り
組
み
が
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
駅
地
下
通

路
の
バ
イ
コ
レ
ー
タ
ー
等
の
設
置
が
重
要
で
あ
る
。

①
地
域
活
性
化
や
事
故
回
避
の
た
め
、
大
阪
高
槻
京
都
線
の
交
通
渋
滞
解
消
の
対
策
が
必
須

で
あ
る
。

②
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
地
下
通
路
の
円
滑
な
利
用
の
た
め
、
バ
イ
コ
レ
ー
タ
ー
や
自
転
車
利
用
可
能
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

答
：
福
祉
保
健
部

①
鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
は
「
ハ
ン
ド
ル
形
電
動
車
い
す
に
係
る
補
装
具
費
支
給
証
明
書
」等

の
提
示
が
必
要
で
あ
り
、
個
人
購
入
の
場
合
に
は
発
行
は
困
難
で
あ
る
。
大
阪
府
の
障
が
い

者
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
検
討
し
て
参
り
た
い
。

答
：
学
校
教
育
部
、
危
機
管
理
室

①
各
学
校
の
学
校
安
全
計
画
に
基
づ
き
、

教
育
活
動
全
体
を
と
お
し
て
行
う
事
と

な
っ
て
お
り
、
避
難
訓
練
は
全
校
で
実
施

し
て
い
る
。
地
域
の
防
災
力
、
災
害
対
応

能
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
と
連

携
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

②
現
在
一
六
六
名
の
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
一
層
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
地
域
で
中
心
的
に
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

講
習
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。


